
平成 30年度第 2回上越市地域包括支援センター運営協議会 次第 

 

 

日時：平成 30年 11月 1日(木) 

      午後 7時から 8時 30分 

会場：上越市役所 401会議室 

 

 

1 開会 

 

 

2 あいさつ 

 

 

3 議題 

 

   (1)地域包括支援センターについて 

○報告事項 ・平成 29年度地域包括支援センターの業務実績(資料 1～3) 

・平成 30年度地域包括支援センターの業務実績(資料 4) 

 

○協議事項 ・再配置後の地域包括支援センターの業務について(資料 5) 

・国から示された地域包括支援センターの評価について(資料 6) 

 

   (2)すこやかに老いるための市民啓発講座について(資料 7) 

○報告事項 ・平成 29年度すこやかに老いるための市民啓発講座の実施状況 

・平成 30年度すこやかに老いるための市民啓発講座の実施状況 

 

     ○協議事項 ・平成 31年度すこやかに老いるための市民啓発講座の内容について 

 

 

  4 その他 

 

 

  5 閉会 

 

 



(1)地域包括支援センターについて 

・平成 29年度地域包括支援センターの業務実績 

①平成 29年度研修会等の開催 

開催日時 対 象 内  容 

4月 25日 
一般市民、包括 

ケアマネ 

認知症講演会 

・認知症の最新情報、稲作ケア 

7月 31日 包括 

第 1回地域包括支援センター職員研修会 

・保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員の専門性について 

・平成 29年度すこやかに老いる啓発講座の実施について 

9月 15日 
包括 

ケアマネ 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護セミナー 

・国の介護保険制度改正について、定期巡回・随時対応型訪問介護看護

のサービスについて 

9月 22日 
包括、ケアマネ、

事業所 

ＨＩＶ感染者・エイズ患者療養支援研修会（保健所と共催） 

・感染症について知識を深めよう 

・事例報告、グループワーク 

11月 22日 包括 
第 2回地域包括支援センター職員研修会 

・介護予防ケアマネジメントの考え方について 

平成 30年 

1月 19日 
包括 

第 3回地域包括支援センター職員研修会 

（認知症医療福祉連携事例検討会） 

・車の運転について寄せられた相談のうち運転をやめた事例について 

 

②日常生活圏域地域ケア会議 

・開催数：61回 

・地域ごとの課題に応じた内容で開催されたが、特に「高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けるため 

に」、「認知症の方を支える地域での活動」、「高齢者の運転」をテーマに取り上げる地域包括支援セ 

ンターが多かった。 

・グループワークを通して参加者同士で意見交換し、高齢者の運転免許返納後の移動手段の検討、社 

会資源マップの作成・配布などの具体的な取組につながった。 

 

③個別地域ケア会議 

・開催数：67回   

・認知症や独居高齢者の事例が多く出されたが、中には家族関係に課題(高齢者よりも家族の意向が 

優先される家庭、家族に対する暴言がある高齢者など)を抱える事例もあった。 

・サービスありきの支援策ではなく、インフォーマルサービスを取り入れた支援策を協議することが

できた。 
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平成29年度地域包括支援センターの業務実績

資料2

④ 相談内容

日常生活自立支援事業
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⑥ 地域ケア会議（包括が主催する会議）

⑦その他の会議
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平成29年度地域包括支援センターの業務実績
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⑩実態把握

うち、７月強化月間分

うち、１月強化月間分

⑪介護予防マネジメント

⑫災害時対応

電話
訪問
照会対応
合計

電話
訪問
照会対応
合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑬地域連携連絡票

日常生活自立支援事業

成年後見制度

その他

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 5 0
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0 0 0
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254 222
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0

0

0
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虐待（疑いを含む）

消費者被害

多重債務

　　うち新規件数

　　うち居宅介護支援事業所委託件数

0 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

沖見の里 みねの園 名 立 計

包括作成 0 0 0 0 0
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１．通報・相談件数（述べ数）

市 包括
H27年度 845 379 466
H28年度 748 326 422
H29年度 999 321 678

１-２．地域別相談件数（1の包括内訳）
たかだ さくら聖母の園 高田の郷 新光園 ふもと 府中会

H27年度 19 25 55 40 160 12
H28年度 44 14 28 38 83 16
H29年度 61 22 42 30 154 72

安塚 浦川原 大島 沖見の里 柿崎 うのはな苑 頸城 吉川 中郷 いたくら みねの園 三和 名立
H27年度 3 0 0 21 6 13 87 0 0 0 9 14 2
H28年度 0 1 2 0 19 10 84 42 3 17 0 8 13
H29年度 0 3 1 27 15 33 97 79 4 30 0 0 8

２．新規虐待受付件数（疑い含む）

市 包括
H27年度 40 11 29
H28年度 37 13 24
H29年度 50 34 16

３．被虐待者の通報者内訳（相談・通報対応件数のうち虐待が認められたもの。重複あり。）
ケアマネ 高齢者本人 親族・家族 近隣・知人 民生委員 行政職員 介護保険事業所 警察 包括 医療機関 虐待者自身 その他

H27年度 16 0 4 0 1 0 6 11 0 0 0 2
H28年度 13 0 2 3 0 0 5 14 0 0 1 1
H29年度 7 3 1 0 1 0 3 2 1 2 0 0

５．コアメンバー会議開催数
身体的虐待 介護放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待 総計

H27年度 19 2 10 0 3 H27年度 32
H28年度 21 2 14 0 0 H28年度 23
H29年度 14 3 13 0 2 H29年度 24

６．新規被虐待者の性別 ７．新規被虐待者の年齢

男性 女性 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85-89歳 90歳以上 64歳以下

H27年度 24 2 22 H27年度 24 1 2 2 6 10 3 0
H28年度 22 6 16 H28年度 22 1 2 3 7 4 5 0
H29年度 20 5 15 H29年度 20 1 1 4 5 4 5 0
総数 66 13 53 総数 66 3 5 9 18 18 13 0

割合 19.7 80.3 割合 4.5 7.6 13.6 27.3 27.3 19.7 0.0

８．被虐待者の介護保険の認定状況

未申請 非該当 要支援1 要支援2 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

H27年度 24 5 0 2 1 4 7 1 4 0

H28年度 22 2 0 1 0 5 5 6 3 0

H29年度 20 8 0 0 2 3 5 2 0 0

自立 Ⅰ Ⅱａ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲｂ Ⅳ

H27年度 24 5 2 2 0 9 5 1 0

H28年度 22 2 1 3 0 7 9 0 0

H29年度 20 8 1 4 1 4 1 0 1

４．事実確認等により虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例と虐待の種別（重複あり）

総数 総数

９．被虐待者の認知症の有無（介護保険認定者の内、主治医意見書における「認知症高齢者の日常生活自立度」の内訳）

総数 認定なし
認定あり

総計

平成29年度地域包括支援センターの業務実績(養護者による高齢者虐待)　　　※平成29年度末現在

3 総計

総数
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１０．虐待者との同居・別居 １１．世帯構成

虐待者と
のみ同居

虐待者及び
他家族と同居

虐待者と
別居

夫婦二人
未婚の子と
同一世帯

配偶者と
未婚の子

子夫婦と
同一世帯

配偶者と
既婚の子 その他

H27年度 24 12 10 2 H27年度 24 4 5 2 8 4 1
H28年度 22 8 14 0 H28年度 22 4 5 2 8 4 1
H29年度 20 11 9 0 H29年度 20 4 6 0 8 1 1
総数 66 31 33 2 総数 66 12 16 4 24 9 3
割合 47.0 50.0 3.0 割合 18.2 24.2 6.1 36.4 13.6 4.5

１２．虐待者との関係（重複あり）

夫 妻 息子 娘 息子の妻 兄弟姉妹 娘の夫 孫 その他親族 その他
H27年度 24 4 0 14 2 2 0 1 1 0 0
H28年度 22 4 4 5 3 2 1 1 2 0 0
H29年度 20 5 1 10 1 1 0 0 1 1 0

１３．虐待への対応

施設入所※1 SS利用 本人入院 その他※2

H27年度 24 3 1 0 0 2 21
H28年度 22 9 1 7 1 0 13
H29年度 20 5 2 1 2 0 13
総数 66 17 4 8 3 2 47
割合 25.8 23.5 47.1 17.6 11.8 71.2

１４．介護保険新規申請 １５．成年後見制度利用（検討中・手続き中含む）
総計

市長申立

H27年度 1 H27年度 1 0
H28年度 0 H28年度 0 0
H29年度 0 H29年度 0 0

○まとめ
・平成29年度は、身体的虐待や心理的虐待の件数が多くなっていたが、いずれも養護者の介護負担が原因となって
いるケースが多かった。適切な介護保険サービスの利用につなげ、介護負担の軽減に努めたほか、精神疾患を抱え
ている養護者に対しては、医療との連携を行うなどして、虐待発生の原因の解消に努めた。
・高齢者の安全確保のために施設入所で物理的に距離を置くケースもあったが、経済的な余裕がない家庭について
は、「通所介護と短期入所」の組み合わせを「小規模多機能型居宅介護」の利用に変更して、経済的状況に合った対
応を行ったケースもあった。

分離・一時分離 在宅サー
ビス等で
対応

総数 総数

総計

総数

総数



・平成 30年度地域包括支援センターの業務実績(H30.9月末現在) 

 

①平成 30年度研修会等の開催 

開催日時 対 象 内  容 

5月 11日 地域包括支援センター 

第 1回地域包括支援センター職員研修会 

・4月からの業務の進捗状況について 

・H30年度の地域包括支援センター職員研修会について 

・専門職としての地域包括支援センターでの業務について 

6月 27日 

通所介護事業所 

居宅介護支援事業所  

地域包括支援センター  

平成 30年度総合事業通所型サービス事業所取組発表会 

・総合事業の通所型サービス事業所における現行相当・緩 

和した基準のサービスについて創意工夫した取組内容 

の発表 

7月 13日 地域包括支援センター 

第 2回地域包括支援センター職員研修会 

・上越市版オレンジプランの策定に向けて 

  オレンジプランの説明 

  認知症当事者や家族に必要な支援について 

8月 10日 
地域包括支援センター 

管理者 

地域包括支援センター管理者意見交換会 

・運営状況を確認するための意見交換 

8月 31日 地域包括支援センター 

第 3回地域包括支援センター職員研修会 

・高齢者虐待の対応について 

  高齢者虐待対応マニュアルの活用について 

  高齢者虐待対応について 

9月 13日 
地域包括支援センター

介護支援専門員 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護セミナー 

・国の介護保険制度改正について、定期巡回・随時対応型 

訪問介護看護のサービスの使い方や、ケアプランの立て 

方について 

 

・毎回、介護保険制度改正や市の事業の周知等の連絡を実施。 

・2か月ごとに、事務局による巡回訪問を実施(4月、6月、10月に実施済)。 

※8月は地域包括支援センター管理者による意見交換会を開催。 

 ・11月、H31.1月、3月に研修会、12月、H31.2月に事務局による巡回を実施予定。 

②日常生活圏域地域ケア会議 

・開催数：17回（H30.9月末現在） 

・「地域における高齢者の見守り」をテーマに取り上げたところが多かった。 

・医療が必要になった時や認知症になった時に、どのような支援体制があれば住み慣れ 

た地域で暮らし続けられるかについて、グループワークを通じて意見交換を行った。 

資料 4 



・地域住民を中心に、地域の強み・弱みを確認して「これから地域でできること(お茶飲 

み会の開催、防災訓練の実施等)」を話し合い、企画する機会となった。また、関心が 

高かった「見守り」については、高齢者等見守り支援ネットワーク協力事業所の実践 

紹介により公的な手段を紹介できた。 

 

 ③個別地域ケア会議 

・開催数：42回（H30.9月末現在） 

・介護支援専門員や会議に参加する多職種の実践力の向上と、平成 30年度からは、高齢 

者の自立支援に視点をおいて、支援策を検討している。 

・介護支援専門員からは「高齢者の『できないこと』だけでなく『できること』に目を 

向ける大切さを学んだ」「介護保険サービスに当てはめることばかり考えていたが、高 

齢者の価値観を考えることができた」等の声が聴かれ、介護保険サービスに繋ぐだけ 

ではない、広い視野で高齢者を捉えることの重要性が認識できている。 

 

④介護支援専門員への支援について 

○研修会の開催 ・医療機関等の関係者との連携推進や困難事案に対する実践力向上 

を目的とした研修会の開催。 

・「医療・介護報酬同時改定に伴う医療連携のポイントについて」 

病院の地域連携室職員から、病院への情報提供の要点や相談の 

窓口などについて学ぶことで、今後の医療との連携に活用が期 

待される研修会となった。 

・「薬剤師との連携について」 

・「重症化予防に向けたケアマネジメントのポイントについて」 

・「認知症初期集中支援チームについて」 

認知症初期集中支援チームの設置目的と役割、対応事例の紹介 

等を行った。また、認知症を有する方の自己決定を支える視点 

や、介護・医療・地域社会の連携による支援体制を目指すこと 

について説明した。認知症早期から多職種連携・協働によるサ 

ポートの重要性を認識する機会となった。 

○日々の支援  ・介護予防ケアマネジメントについての内容の相談、助言 

        ・予防に資するケアプラン内容になっているかの相談、助言 

・インフォーマルサービスの検討、導入が行なわれているか 

・処遇困難事例への支援  等 

 



○協議事項 

・再配置後の地域包括支援センターの業務について 

 

地域包括支援センター巡回訪問の報告(10月に地域包括支援センター巡回訪問を実施) 

【運営状況】 

・市の保健師や、13区の総合事務所と連携を取りながら対応している。 

・実態把握は、毎月の目標を設定して行っている。 

・サテライトを持っている地域包括支援センターについては、定期的な連絡会を設定して情

報共有に努めている。また、高齢者虐待ケースや処遇困難事例、成年後見制度の相談など、

臨機応変に多職種が連携して対応している。 

・町内会や民生委員・児童委員の会議への出席依頼や、すこやかサロンでの講師依頼が入っ 

 てきている。 

・医師との連携の中で「うまくいった」事例を積み上げることで、信頼関係の構築に努める

ようにしている。 

 

【課題】 

・町内会や民生委員・児童委員との連携が不十分と感じている地域包括支援センターがあ 

る。 

・地域包括支援センター毎に実態把握の進捗状況に差がある。 

・介護予防プランの作成や介護支援専門員への指導について、制度の理解など、対応に苦慮 

することがある。 

 

【課題への対応】 

・各々地域への周知に力を入れているが、町内会長、民生委員・児童委員といった地域の支 

 援者との連携については、不十分な地域包括支援センターもある。個別対応や、地域の集 

 まりに出向くなどにより、信頼関係を構築するよう指導した。 

・実態把握に関しては、地域を絞る、年齢で優先順位をつけるなど、地域包括支援センター 

毎に工夫して取り組んでいる。今後も計画的に業務を進めるよう指導した。 

資料 6 

資料 5 



国から示された地域包括支援センターの評価について 

 

・地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律(平成 29 年法

律第 52号)において、市町村や地域包括支援センターは、地域包括支援センターの事業に

ついて評価を行うとともに、必要な措置を講じなければならないこととされた(介護保険

法第 115条の 46関係)。 

 

・当市では、これまでは各地域包括支援センターにおいて自己評価を行ってきたが、上記の

理由により、平成 30 年 10 月に全国共通の業務チェックシートが厚生労働省から示され

た。 

 

・市町村は 59問、地域包括支援センターは 55問の設問に回答することで、評価結果がレー

ダーチャートに示される。 

 

・これにより、「できていること」と「できていないこと」が客観的に明確となり、他の地

域包括支援センターや全国平均と比較することが可能となった。 

 

・当市ではこの評価方法を活用し、上越市地域包括支援センター運営協議会で各地域包括支 

援センターの事業評価を協議する際に活用したい。また、地域包括支援センターへの巡回 

訪問等の際には、この評価に基づき指導を行う予定である。 

 

・次年度の第 1回の上越市地域包括支援センター運営協議会において、平成 30年度の全て 

の地域包括支援センターの評価結果を報告する予定である。 

資料 6 



【市町村用】　1.業務チェックシート

↓以下の青色のセルについて、該当するものに○を選択してください。

該当す
るもの
に○

全国調
査結果

該当す
るもの
に○

全国調
査結果

１　組織・運営体制等

(1)　組織運営体制

1 Q19 運営協議会での議論を経て、センターの運営方
針を策定し、センターへ伝達しているか。

1 Q11 市町村が定める運営方針の内容に沿って、セン
ターの事業計画を策定しているか。

2 Q20 年度ごとのセンターの事業計画の策定に当た
り、センターと協議を行っているか。

2 Q11-1 事業計画の策定に当たって、市町村と協議し、市
町村から受けた指摘がある場合、これを反映して
いるか。
（Q11で「〇」の場合のみ回答する欄です。Q11で
「×」の場合は、「×」を選択してください）

3 Q21 前年度における運営協議会での議論を踏まえ、
センターの運営方針、センターへの支援・指導
の内容を改善したか。

3 Q12 市町村の支援・指導の内容により、逐次、セン
ターの業務改善が図られているか。

4 Q22 市町村とセンターの間の連絡会合を、定期的に
開催しているか。

4 Q13 市町村が設置する定期的な連絡会合に、毎回、
出席しているか。

5 Q23 センターに対して、担当圏域の現状やニーズの
把握に必要な情報を提供しているか。

5 Q14 市町村から、担当圏域の現状やニーズの把握に
必要な情報の提供を受けているか。

6 Q15 把握した担当圏域の現状やニーズに基づき、セ
ンターの実情に応じた重点業務を明らかにしてい
るか。

6 Q24 センターに対して、介護保険法施行規則に定め
る原則基準に基づく３職種の配置を義務付けて
いるか。

7 Q16 市町村から配置を義務付けられている3職種を配
置しているか。

7 Q25 センターにおいて、3職種（それぞれの職種の準
ずる者は含まない）が配置されているか。

8 Q26 センターの３職種（準ずる者含む）一人当たり高
齢者数（圏域内の高齢者数／センター人員）の
状況が1,500人以下であるか。

9 Q27 センター職員の資質向上の観点から、センター
職員を対象とした研修計画を策定し、年度当初
までにセンターに示しているか。

8 Q17 市町村から、年度当初までに、センター職員を対
象とした研修計画が示されているか。

9 Q18 センターに在籍する全ての職員に対して、セン
ターまたは受託法人が、職場での仕事を離れて
の研修（Off-JT）を実施しているか。

10 Q28 センターに対して、夜間・早朝の窓口（連絡先）
の設置を義務付けているか。

10 Q19 夜間・早朝の窓口（連絡先）を設置し、窓口を住
民にパンフレットやホームページ等で周知してい
るか。

11 Q29 センターに対して、平日以外の窓口（連絡先）の
設置を義務付けているか。

11 Q20 平日以外の窓口（連絡先）を設置し、窓口を住民
にパンフレットやホームページ等で周知している
か。

12 Q30 市町村の広報紙やホームページなどでセンター
の周知を行っているか。

12 Q21 パンフレットの配布など、センターの周知を行って
いるか。

13 Q31 介護サービス情報公表システム等において、セ
ンターの事業内容・運営状況に関する情報を公
表しているか。

国から示された地域包括支援センターの評価について

市町村指標 センター指標

平均点数・個数 平均点数・個数

平均点数・％ 平均点数・％

　■1.業務チェックシートへの入力方法■

○入力する箇所は「青色」の網掛けのあるセルとなります。

　下記の各設問について、該当するものに○を選択してください（プルダウン方式）。

　元々「×」が表示されていますので、該当しない場合は「×」のままで結構です。

　※　「該当する」の考え方について

　　「地域包括支援センター運営状況調査票」の各設問において「１」を選択した場合「〇」となります。

　　「１」以外を選択した場合（「２」「３」など、無回答も含む）は「×」となります。

○「市町村指標」（表左側）以外に、「センター指標」（表右側）として地域包括支援センターの指標も掲載していますが、

　　入力の必要はありません。地域包括支援センターの指標内容をご確認ください（参考情報）。

○入力が完了すると、「2.レーダーチャート」に貴市町村の評価結果がレーダーチャートにて示されています。

　　「全国調査結果」欄は、平成30年度の全国調査結果数値です。比較し貴市町村の特徴を確認できます。



該当す
るもの
に○

全国調
査結果

該当す
るもの
に○

全国調
査結果

市町村指標 センター指標

(2)　個人情報の保護

14 Q32 個人情報保護に関する市町村の取扱方針をセ
ンターに示しているか。

13 Q22 個人情報保護に関する市町村の取扱方針に従っ
て、センターが個人情報保護マニュアル（個人情
報保護方針）を整備しているか。

15 Q33 個人情報が漏えいした場合の対応など、セン
ターが行うべき個人情報保護の対応について、
センターへ指示しているか。

14 Q23 個人情報が漏えいした場合の対応など、市町村
から指示のあった個人情報保護のための対応
を、各職員へ周知しているか。

15 Q24 個人情報保護に関する責任者（常勤）を配置して
いるか。

16 Q25 個人情報の持出・開示時は、管理簿への記載と
確認を行っているか。

16 Q34 センターからの個人情報漏えい等の報告事案
に対し、対応策を指示・助言しているか。

(3)　利用者満足の向上

17 Q35 苦情内容の記録等、苦情対応に関する市町村
の方針をセンターに示しているか。

17 Q26 市町村の方針に沿って、苦情対応体制を整備し、
苦情内容や苦情への対応策について記録してい
るか。

18 Q36 センターが受けた介護サービスに関する相談に
ついて、センターから市町村に対して報告や協
議を受ける仕組みを設けているか。

18 Q27 センターが受けた介護サービスに関する相談に
ついて、市町村に対して報告や協議を行う仕組み
が設けられているか。

19 Q37 相談者のプライバシーが確保される環境整備に
関する市町村の方針をセンターに示している
か。

19 Q28 相談者のプライバシー確保に関する市町村の方
針に沿い、プライバシーが確保される環境を整備
しているか。

１　組織運営体制等　計　点数：個数 １　組織運営体制等　計　平均点数：個数

１　組織運営体制等　計　点数：％ １　組織運営体制等　計　平均点数：％

平均点数・％ 平均点数・％

平均点数・個数 平均点数・個数

平均点数・％ 平均点数・％

平均点数・個数 平均点数・個数



該当す
るもの
に○

全国調
査結果

該当す
るもの
に○

全国調
査結果

市町村指標 センター指標

２　個別業務

(1)　総合相談支援業務

20 Q38 市町村レベルの関係団体（民生委員等）の会議
に、定期的に参加しているか。

20 Q29 地域における関係機関・関係者のネットワークに
ついて、構成員・連絡先・特性等に関する情報を
マップまたはリストで管理しているか。

21 Q39 センターと協議しつつ、センターにおいて受けた
相談事例の終結条件を定めているか。

21 Q30 相談事例の終結条件を、市町村と共有している
か。

22 Q40 センターにおける相談事例の分類方法を定めて
いるか。

22 Q31 相談事例の分類方法を、市町村と共有している
か。

23 Q41 １年間におけるセンターの相談件数を把握して
いるか。

23 Q32 １年間の相談事例の件数を市町村に報告してい
るか。

24 Q42 センターからの相談事例に関する支援要請に
対応したか。

24 Q33 相談事例解決のために、市町村への支援を要請
し、その要請に対し市町村からの支援があった
か。

25 Q43 センターが対応した家族介護者からの相談につ
いて、相談件数・相談内容を把握しているか。

25 Q34 家族介護者からの相談について、相談件数や相
談内容を記録等に残して取りまとめているか。

(2)　権利擁護業務

26 Q45 成年後見制度の市町村長申し立てに関する判
断基準をセンターと共有しているか。

26 Q36 成年後見制度の市町村長申し立てに関する判断
基準が、市町村から共有されているか。

27 Q46 高齢者虐待事例及び高齢者虐待を疑われる事
例への対応の流れを整理し、センターと共有し
ているか。

27 Q38 高齢者虐待事例及び高齢者虐待を疑われる事
例への対応の流れについて、市町村と共有して
いるか。

28 Q47 センターまたは市町村が開催する高齢者虐待
防止に関する情報共有、議論及び報告等を行
う会議において、高齢者虐待事例への対応策
を検討しているか。

28 Q39 センターまたは市町村が開催する高齢者虐待防
止に関する情報共有、議論及び報告等を行う会
議において、高齢者虐待事例への対応策を検討
しているか。

29 Q48 消費生活に関する相談窓口及び警察に対し
て、センターとの連携についての協力依頼を
行っているか。

29 Q41 消費者被害に関し、センターが受けた相談内容
について、消費生活に関する相談窓口または警
察等と連携の上、対応しているか。

30 Q42 消費者被害に関する情報を、民生委員・介護支
援専門員・ホームヘルパー等へ情報提供する取
組を行っているか。

(3)　包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

30 Q49 日常生活圏域ごとの居宅介護支援事業所の
データを把握し、センターに情報提供している
か。

31 Q43 担当圏域における居宅介護支援事業所のデータ
を把握しているか。

31 Q50 センターと協議の上、センターが開催する介護
支援専門員を対象にした研修会・事例検討会
等の開催計画を作成しているか。

32 Q44 介護支援専門員を対象にした研修会・事例検討
会等の開催計画を策定し、年度当初に、指定居
宅介護支援事業所に示しているか。

32 Q51 介護支援専門員を対象に、包括的・継続的ケア
マネジメントを行うための課題や支援などに関
するアンケートや意見収集等を行い、センター
に情報提供を行っているか。

33 Q45 介護支援専門員に対するアンケート・意見収集等
についての市町村からの情報提供や、市町村に
よる研修会の内容等を踏まえ、地域の介護支援
専門員のニーズや課題に基づく事例検討会や、
個別事例を検討する地域ケア会議等を開催して
いるか。

33 Q52 地域の介護支援専門員の実践力向上を図るこ
となどを目的とした、地域ケア会議や事例検討
等を行うことができるように、センター職員を対
象とした研修会を開催しているか。

34 Q53 介護支援専門員のニーズに基づいて、多様な
関係機関・関係者との意見交換の場を設けてい
るか。

34 Q46 担当圏域の介護支援専門員のニーズに基づい
て、多様な関係機関・関係者との意見交換の場を
設けているか。

35 Q47 介護支援専門員が円滑に業務を行うことができ
るよう、地域住民に対して介護予防・自立支援に
関する意識の共有を図るための出前講座等を開
催しているか。

35 Q54 センターが介護支援専門員から受けた相談事
例の内容を整理・分類した上で、経年的に件数
を把握しているか。

36 Q48 介護支援専門員から受けた相談事例の内容を整
理・分類した上で、経年的に件数を把握している
か。

平均点数・％ 平均点数・％

平均点数・個数 平均点数・個数

平均点数・％ 平均点数・％

平均点数・個数 平均点数・個数

平均点数・％ 平均点数・％

平均点数・個数 平均点数・個数



該当す
るもの
に○

全国調
査結果

該当す
るもの
に○

全国調
査結果

市町村指標 センター指標

(4)　地域ケア会議

36 Q55 地域ケア会議が発揮すべき機能、構成員、スケ
ジュールを盛り込んだ開催計画を策定し、セン
ターに示しているか。

37 Q49 地域ケア会議が発揮すべき機能、構成員、スケ
ジュール等を盛り込んだ開催計画が市町村から
示されているか。

37 Q55-1 地域の医療・介護・福祉等の関係者に、策定し
た地域ケア会議の開催計画を周知しているか。
　（Q55で「１」（○）の場合のみ回答する欄です。
Q55で「×」の場合は、「×」を選択してくださ
い。）

38 Q56 センター主催の地域ケア会議の運営方法や、
市町村主催の地域ケア会議との連携に関する
方針を策定し、センターに対して周知している
か。

38 Q50 センター主催の地域ケア会議の運営方針を、セン
ター職員・会議参加者・地域の関係機関に対して
周知しているか。

39 Q59 センター主催の個別事例について検討する地
域ケア会議に参加しているか。

39 Q51 センター主催の地域ケア会議において、個別事
例について検討しているか。

40 Q61 地域ケア会議において多職種と連携して、自立
支援・重度化防止等に資する観点から個別事
例の検討を行い、対応策を講じているか。

40 Q53 センター主催の地域ケア会議において、多職種と
連携して、自立支援・重度化防止等に資する観点
から個別事例の検討を行い、対応策を講じている
か。

41 Q62 センターと協力し、地域ケア会議における個人
情報の取扱方針を定め、センターに示すととも
に、市町村が主催する地域ケア会議で対応して
いるか。

41 Q54 市町村から示された地域ケア会議における個人
情報の取扱方針に基づき、センターが主催する
地域ケア会議で対応しているか。

42 Q63 地域ケア会議の議事録や検討事項を構成員全
員が共有するための仕組みを講じているか。

42 Q55 センター主催の地域ケア会議において、議事録
や検討事項をまとめ、参加者間で共有している
か。

43 Q64 地域ケア会議で検討した個別事例について、そ
の後の変化等をモニタリングするルールや仕組
みを構築し、かつ実行しているか。

43 Q56 地域ケア会議で検討した個別事例について、そ
の後の変化等をモニタリングしているか。

44 Q65 生活援助の訪問回数の多いケアプラン（生活援
助中心のケアプラン）の地域ケア会議等での検
証について実施体制を確保しているか。

45 Q67 センター主催の地域課題に関して検討する地域
ケア会議に参加しているか。

44 Q52 センター主催の地域ケア会議において、地域課
題に関して検討しているか。

46 Q68 センター主催の地域ケア会議で検討された内容
を把握しているか。

45 Q57 センター主催の地域ケア会議における検討事項
をまとめたものを、市町村に報告しているか。

47 Q69 センター主催及び市町村主催も含めた、地域ケ
ア会議の検討内容をとりまとめて、住民向けに
公表しているか。

48 Q70 複数の個別事例から地域課題を明らかにし、こ
れを解決するための政策を市町村に提言して
いるか。

(5)　介護予防ケアマネジメント・介護予防支援

49 Q71 自立支援・重度化防止等に資するケアマネジメ
ントに関する市町村の基本方針を定め、セン
ターに周知しているか。

46 Q58 自立支援・重度化防止等に資するケアマネジメン
トに関し、市町村から示された基本方針を、セン
ター職員及び委託先の居宅介護支援事業所に周
知しているか。

50 Q72 センター、介護支援専門員、生活支援コーディ
ネーター、協議体に対して、保険給付や介護予
防・生活支援サービス事業以外の多様な地域
の社会資源に関する情報を提供しているか。

47 Q59 介護予防ケアマネジメント・介護予防支援のケア
プランにおいて、保険給付や介護予防・生活支援
サービス事業以外の多様な地域の社会資源を位
置づけたことがあるか。

51 Q73 利用者のセルフマネジメントを推進するため、介
護予防手帳などの支援の手法を定め、センター
に示しているか。

48 Q60 利用者のセルフマネジメントを推進するため、市
町村から示された支援の手法を活用しているか。

52 Q74 介護予防ケアマネジメント・介護予防支援を委
託する際の事業所選定について、公平性・中立
性確保のための指針を作成し、センターに明示
しているか。

49 Q61 介護予防ケアマネジメント・介護予防支援を委託
する際の事業所選定の公平性・中立性確保のた
めの指針が市町村から示されているか。

53 Q75 介護予防ケアマネジメント・介護予防支援を委
託する際のセンターの関与について、市町村の
方針をセンターに対して明示しているか。

50 Q62 介護予防ケアマネジメント・介護予防支援を委託
した場合は、台帳への記録及び進行管理を行っ
ているか。

54 Q76 介護予防ケアマネジメント・介護予防支援にお
けるセンターの人員体制と実施件数を把握して
いるか。

平均点数・個数 平均点数・個数

平均点数・％ 平均点数・％

平均点数・個数 平均点数・個数

平均点数・％ 平均点数・％

２　個別業務　計　点数：個数 ２　個別業務　計　平均点数：個数

２　個別業務　計　点数：％ ２　個別業務　計　平均点数：％



該当す
るもの
に○

全国調
査結果

該当す
るもの
に○

全国調
査結果

市町村指標 センター指標

３　事業間連携（社会保障充実分事業）

55 Q77 医療関係者とセンターの合同の事例検討会の
開催または開催支援を行っているか。

51 Q63 医療関係者と合同の事例検討会に参加している
か。

56 Q78 医療関係者とセンターの合同の講演会・勉強会
等の開催または開催支援を行っているか。

52 Q64 医療関係者と合同の講演会・勉強会等に参加し
ているか。

57 Q79 在宅医療・介護連携推進事業における相談窓
口とセンターの連携・調整が図られるよう、連携
会議の開催や情報共有の仕組みづくりなどの
支援を行っているか。

53 Q65 在宅医療・介護連携推進事業における相談窓口
に対し、相談を行っているか。

58 Q80 認知症初期集中支援チームとセンターの連携・
調整が図られるよう、連携会議の開催や情報共
有の仕組みづくりなどの支援を行っているか。

54 Q66 認知症初期集中支援チームと訪問支援対象者に
関する情報共有を図っているか。

59 Q81 生活支援コーディネーターや協議体とセンター
の連携・調整が図られるよう、連携会議の開催
や情報共有の仕組みづくりなどの支援を行って
いるか。

55 Q67 生活支援コーディネーター・協議体と地域におけ
る高齢者のニーズや社会資源について協議をし
ているか。

３　事業間連携　計　平均点数・％ ３　事業間連携　計　平均点数・％

３　事業間連携　計　平均点数・個数 ３　事業間連携　計　平均点数・個数
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図：地域包括支援センターの取組状況（平成●年度）

１．　当市の地域包括支援センターの特徴

２．　現状で取組が進んでいない業務とその要因

３．　市の取組とセンターの取組に差がみられる業務とその要因

４．　今後の取組

現状で課題のある業

務や市町村、セン

ター間で取組状況に

差がある業務などに

ついて説明し、今後

取組に向けた方策

等の検討を促すなど

の方法も考えられま

す。

例えば、「5.レーダー

チャート（地域包括

支援センター比較」に

て作成したレーダー

チャート等を貼り付け

て提示することで、現

在の状況を見える化

して示すことができま

す。

また、同じセンターの

経年比較を行い、取

組の成果を見える化

して示す、という活用

も想定されます。

各センターと全国平均の比較

市町村と全国平均の比較 市町村と各センターの比較



 

(2)すこやかに老いるための市民啓発講座 （市独自の介護予防事業） 

 

○平成 29年度すこやかに老いるための市民啓発講座の実施状況 

  参加者からは好評の感想が多く、講座の最終講話の「今後の人生設計について考える」では、 

参加者から自身の望む終末について多くの発言をいただき、参加者全体で共有し、自分事として 

考えるきっかけになった。課題としては、講座の周知が十分でなかった。 

   実施回数は 28地域自治区 各 4回コース 予定回数 111回（1回悪天候のため中止）実施した。 

   参加者の合計は 625名であった。 

 

○平成 30年度すこやかに老いるための市民啓発講座の実施状況 

【目 的】 

高齢化の進展等により今後増加が予想される骨折・認知症の予防の知識普及や在宅で介護・医 

療を受けながら暮らすための市民啓発講座を開催し、介護予防や今後どのように老後を過ごして 

いきたいかを自身で考えてもらう機会とする。 

 【実施状況】 

   ※H30年 10月 19現在の開催数：106回(全 112回開催予定) 

前年度の反省を踏まえ、平成 30年度は、13区は総合事務所、15区は健康づくり推進課と協議 

し、イベントとの重なりを防ぐ、健診の際にチラシを配布するなどの効果的な周知方法にするこ

と、働き盛りの 50歳代の参加ができるように、土日の講座開催を実施した。 

【実施内容と参加者数】 

回 内  容 講  師 参加者数 

1回目 

「高齢者の総合相談窓口の紹介」 

「上越市の高齢者の医療や介護の実態

について」 

地域包括支援センター職員 

市職員 140人 

2回目 
「今日からできる転倒・骨折予防」 

「口からの介護予防」 

理学療法士・作業療法士・ 

柔道整復士 等 

在宅歯科衛生士 

212人 

3回目 「認知症の正しい理解と予防について」 認知症疾患医療センター職員 179人 

4回目 
「実際の在宅介護体験から学ぶ」 

「今後の人生設計について考える」 

ケアマネジャー 

市職員 
165人 

合  計 696人 

H30年 10月 19現在、参加者目標数に対して 77.7％と下回っている。 

【成 果】 

・参加者が高齢者の総合相談窓口を理解し、その後、地域包括支援センターへの相談につながっ 

た。 

・参加者が介護予防の大切さに気付き、地域のサロンへ定期的に通うことにつながる人がいた。 

・参加者が認知症予防に関心を深め、今まで受けたことがなかった健診の受診につながった。 
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【次年度への課題】 

・認知症について理解を深めたい声が多かった。また、認知症の人が、今後増加が見込まれるこ 

とから、認知症に対する正しい知識を持ち、予防する必要があるため、継続した啓発が必要で 

ある。 

・参加者が、介護や医療を受けながら在宅で過ごすイメージを描く経験がある人が少なかったた 

め、継続して啓発していく必要がある。 

・当市の高齢者の自殺者が多いことから、高齢者に対する自殺予防（心の健康）について普及 

啓発を行う必要がある。 

 

○平成 31年度すこやかに老いるための市民啓発講座の内容について 

【目 的】 

高齢化の進展に伴い、今後、認知症の人が増加されること、また当市においては高齢者の自殺 

が多い現状から、認知症の理解と予防や、自殺予防についての知識普及を含めた市民啓発講座と 

し、今後どのように老後を過ごしていきたいかを自身で考えてもらうきっかけづくりとする。 

【実施回数】28地域自治区、各 4回コース 計 112回実施する。 

【実施内容（案）】 

回 内  容 講  師 

1回目 

「上越市の高齢者の医療や介護の実態について」 

「地域とつながることの大切さについて（地域包括ケ

アシステムについて）」 

「【地域包括ケアシステム】から、自分でできること

を考える、話し合う」 

市職員 高齢者支援課 

地域包括支援センター職員 

 

市職員 高齢者支援課 

2回目 

「上越市版オレンジプランについて」 

「認知症の正しい理解と予防について」 

「認知症予防についてできること・認知症の方を見掛

けたらできることを話し合う」 

市職員 高齢者支援課 

認知症疾患医療センター職員 

3回目 

「上越市のこころの健康の実態について」 

「高齢者のこころの健康について」 

「こころの健康について、自分でできることを考え

る、話し合う」 

市職員 健康づくり推進課 

上越保健所いのちとこころの

相談室 

4回目 

「実際の在宅介護体験から学ぶ」 

「『もしばなカード』を活用して、今後、もし介護や

医療が必要になったら、どのように過ごしたいかをイ

メージしてもらう、話し合う」 

地域包括支援センター職員 

市職員 高齢者支援課 
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